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令和 2 年 5 月 27 日 

 

緊急事態宣言解除されました（首都圏・神奈川県） 
 

【緊急事態宣言：神奈川県】 

 5/27(水)本日より 休業要請と併せ一斉解除 となりました。 

 

【コロナ禍】  

2 月 3 日、横浜港に帰港した ダイヤモンドプリンセス号 の乗客から感染者が確認された様子が大々的に

報道されたことからその影響が始まり、 

 

感染者ゼロ未達成、宣言解除になるのも最も遅く、横浜・神奈川は 影響と警戒 、 越県移動の制限 はも

う少し続く状況でもあります。（当然、この状況は神奈川県だけでないことと承知しております） 

 

しかし先週 5/19 頃。首都圏北海道以外の府県が 宣言解除 になったことを受け、県内旅行業者様より 

 温泉旅館へ 8 名様で 8 部屋！ という案件を含め、何本かのお問合せ電話を頂き『動き始めた！』という

風を感じました。 

 

【今後は？】  

旅行、宿泊、飲食、交通機関・・・各業界の感染防止対策ガイドラインも発表されており 感染予防  

  密を避ける という対策が当面の間は旅行商品や旅程に含める内容、提供するサービスに求められ、その

必要性も同時に出てまいりました。  

密を避けることで 予約 1 件あたりの人数も当然減って しまいますが、 安心安全 を売りにすれば、上

げなくてはいけない単価を気にする必要は少なくて済むと思います。また、逆の影響で今までとは 

 違う客層のお客さま に巡り合うかもしれません。 

 

業界内にいると、苦境の話題しかありませんでしたが、コロナ禍の 影響を受けてない方 は少なからず

いると思います。 

そんな方々は 特別給付金 、 GoTo キャンペーン 、 各地自治体の補助・助成政策 これらを必ず利用す

るはずです。その策が実行されたときのために、準備は周到にしておきたいものですね。 

 

さあ、この観光業界は今後どおなるか？ １年サイクルしないと本当に不透明ですが、医療、行政・金融

窓口、インフラ、生活必需品販売、私どもでは想像のできない事業者従事者の皆さまに感謝しつつ、３ヵ月

近く続いた『コロナぼけ』から、いち早く目覚めたいと思います。 

 

以上、私見を交え現状をレポートさせて頂きます。またしても、まとまりのない長文ですいません。 

 6/1(月)は事務所移転作業のため午後１：00 より業務 させて頂きます。どうぞよろしくお願いいたします。 
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